
一般演題 口演 一覧

4月 6日（木）第 11会場

肝癌 1 9：00～9：50
座長：鳥村 拓司（大牟田市立病院）
O-001 予後栄養指数からみた肝細胞癌に対するアテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用療法例のアウト

カム
（姫路赤十字病院内科/RELPEC study group）多田 俊史（ただ としふみ）

O-002 肝細胞癌に対するテセントリク・アバスチン併用療法における後治療の検討
（東邦大学医療センター大森病院消化器内科）向津 隆規（むこうづ たかのり）

O-003 BCLC-B における LEN-TACE Sequential 治療とATZ+BV併用療法の比較
（自治医科大学内科学講座消化器内科学部門）渡邊 俊司（わたなべ しゅんじ）

O-004 切除不能肝細胞癌に対するCabozantinib の有効性と安全性に関する検討
（岡山市立市民病院消化器内科）塩田 祥平（しおた しょうへい）

O-005 Systemic therapy により臨床的寛解に至った複数症例の検討
（山梨大学医学部附属病院消化器内科）山下 洸司（やました こうじ）

肝癌 2 9：50～10：40
座長：建石 良介（東京大学大学院医学系研究科消化器内科学）
O-006 切除不能進行肝癌における陽子線治療の局所制御能と肝予備能への影響

（福井大学内科学（2）分野）菅田亮太郎（すがた りょうたろう）

O-007 肝細胞癌に対する体幹部定位放射線治療の治療効果と肝予備能に与える影響
（独立行政法人国立病院機構長崎医療センター肝臓内科）本吉 康英（もとよし やすひで）

O-008 体幹部定位放射線治療が肝予備能に与える影響に関する検討
（日本赤十字社医療センター消化器内科）吉田 英雄（よしだ ひでお）

O-009 高腫瘍量肝細胞癌へのシスプラチン含有球状塞栓物質を用いたTACEの臨床成績
（愛知県がんセンター放射線診断・IVR部）村田 慎一（むらた しんいち）

O-010 進行肝細胞癌薬物療法における転移部位別奏効率の検討
（神戸大学肝胆膵外科）石原 伸朗（いしはら のぶあき）
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肝 irAE 10：40～11：30
座長：池上 正（東京医科大学茨城医療センター消化器内科）
O-011 免疫チェックポイント阻害剤による免疫関連肝障害の実態

（熊本大学大学院消化器内科学）吉丸 洋子（よしまる ようこ）

O-012 当院における免疫チェックポイント阻害薬による免疫有害事象の臨床的特徴についての検
討―肝障害を中心に―

（岡山大学病院消化器内科）須江 真彦（すえ まさひこ）

O-013 当院における irAE肝障害
（秋田大学消化器内科）南 慎一郎（みなみ しんいちろう）

O-014 免疫関連有害事象（irAE）による肝胆道系障害の臨床的特徴と対策
（滋賀医科大学消化器内科）竹田 善哉（たけだ よしや）

O-015 免疫チェックポイント阻害薬（ICI）による消化管障害の検討
（国立病院機構福山医療センター消化器内科）藤田 勲生（ふじた いさお）

膵 IPMN 14：20～15：10
座長：大原 弘隆（名古屋市立大学医学部附属西部医療センター）
O-016 分枝型 IPMNにおける背景膵のElasticity に着目したサーベイランス法の意義

（滋賀医科大学消化器内科）廣江 光亮（ひろえ こうすけ）

O-017 高齢者膵管内乳頭粘液性腫瘍症例に対する長期経過観察において適切な経過観察法の検討
（京都桂病院消化器センター消化器内科）中井 喜貴（なかい よしたか）

O-018 高齢者における高リスク因子を有する IPMNの手術適応の検討
（名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科）熊野 良平（くまの りょうへい）

O-019 当院における高齢者膵管内乳頭粘液性腫瘍の悪性化症例についての検討
（独立行政法人国立病院機構福山医療センター消化器内科）住井 遼平（すみい りょうへい）

O-020 高齢者（75 歳以上）における膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）診療の現状
（岐阜大学病院第一内科）千住 明彦（せんじゅう あきひこ）

膵癌 1 15：10～16：00
座長：花田 敬士（JA尾道総合病院）
O-021 3D 画像解析システム（VINCENT）による早期膵癌における膵萎縮の程度と時期の検討

（順天堂大学医学部附属順天堂医院消化器内科）冨嶋 享（とみしま こう）

O-022 患者因子の段階的評価と画像所見を考慮した早期膵癌診断の新しいストラテジー
（大分三愛メディカルセンター消化器内科）佐藤 孝生（さとう たかお）

O-023 MRI 膵ドックによる膵疾患スクリーニングのとりくみ
（JA広島総合病院消化器内科）住井 悠紀（すみい ゆうき）

O-024 当院における膵癌リスク症例の検討：経過観察の有用性にいついて
（日本大学医学部内科学系消化器肝臓内科学分野）大澤 朗太（おおさわ ろうた）
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O-025 EUS 施行を契機に発見された膵癌症例に関する検討
（金沢大学附属病院がんセンター）大坪公士郎（おおつぼ こうしろう）

膵炎 その他 16：00～16：50
座長：児玉 裕三（神戸大学大学院医学研究科内科学講座消化器内科学分野）
O-026 5 年以上無再発で経過した 1型自己免疫性膵炎ステロイド無治療例の特徴

（姫路赤十字病院消化器内科）高谷 昌宏（たかたに まさひろ）

O-027 膵嚢胞を合併する自己免疫性膵炎の臨床的特徴と長期予後に関する検討
（名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科学）石川 卓哉（いしかわ たくや）

O-028 ERCP 後膵炎の予防と治療における蛋白分解酵素阻害剤の使用状況：レセプトデータベース
を用いたエビデンス診療ギャップの疫学的検討

（日本赤十字社和歌山医療センター消化器内科/
京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻健康情報学）

瀬田 剛史（せた たけし）

O-029 DIC を伴う急性膵炎への抗凝固療法早期介入による膵血流改善の可能性～Perfusion CTを
使って～

（大阪府済生会中津病院消化器内科）江口 考明（えぐち たかあき）

O-030 当院で経験した正中弓状靭帯圧迫症候群と分節性動脈中膜融解症の検討
（社会医療法人近森会近森病院消化器内科）田島 萌夢（たしま もゆ）

4 月 6日（木）第 12会場

肝癌 基礎 9：00～9：50
座長：山下 太郎（金沢大学医薬保健研究域医学系消化器内科学）
O-031 TERT promoter 変異に注目した cell free DNA量とHCC薬物治療効果の関連

（山梨大学消化器内科）村岡 優（むらおか まさる）

O-032 肝細胞癌に対する一次治療としてのアテゾリズマブ/ベバシズマブおよびレンバチニブ治療に
おけるメチル化 SEPT9 を標的としたリキッドバイオプシーの意義

（山口大学大学院医学系研究科消化器内科学）佐伯 一成（さえき いっせい）

O-033 Metformin が肝内在性ナチュラルキラー細胞に与える影響の検討
（広島大学大学院医系科学研究科消化器・移植外科）別木 智昭（べっき ともあき）

O-034 microRNA-1297 は低酸素下に誘導される肝細胞癌の lenvatinib 耐性に関与する
（東北医科薬科大学消化器内科）小暮 高之（こぐれ たかゆき）

O-035 肝細胞癌における類洞様血管構造は免疫抑制的な腫瘍微小環境と関連している
（広島大学大学院医系科学研究科消化器内科学）大野 敦司（おおの あつし）
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肝癌 3 9：50～10：40
座長：長谷川 潔（東京大学肝胆膵外科）
O-036 肝細胞癌における腫瘍割面の術中 ICG蛍光パターンと dynamic EOB-MRI 所見と組織学的分

化度に関する検討
（九州大学大学院消化器・総合外科）冨野 高広（とみの たかひろ）

O-037 肝細胞癌に対する腹腔鏡下肝切除の手術成績
（市立吹田市民病院外科/関西労災病院外科）桂 宜輝（かつら よしてる）

O-038 MAFLD関連肝癌に対する肝切除の現状と治療成績
（京都大学医学部附属病院肝胆膵・移植外科）西尾 太宏（にしお たかひろ）

O-039 進行肝細胞癌に対する conversion surgery
（琉球大学病院第一外科）大野慎一郎（おおの しんいちろう）

O-040 肝胆膵領域におけるAI を用いた手術支援技術の現状と展望
（神戸大学大学院医学研究科外科学講座肝胆膵外科学分野）浦出 剛史（うらで たけし）

肝 その他 10：40～11：30
座長：玄田 拓哉（順天堂大学医学部附属静岡病院）
O-041 慢性肝疾患におけるBezafibrate から Pemafibrate に切り替えの安全性と有効性

（和歌山労災病院肝臓内科）玉井 秀幸（たまい ひでゆき）

O-042 MR Elastography による原発性胆汁性胆管炎（PBC）の肝イベント予後解析
（名寄市立総合病院消化器内科）鈴木 康秋（すずき やすあき）

O-043 Direct-acting antiviral によるHCV排除が骨代謝に及ぼす影響
（長崎みなとメディカルセンター消化器内科）山道 忍（やまみち しのぶ）

O-044 消化器内科外来におけるアルコール性肝疾患患者に対する禁酒日記アプリ使用の試み
（パイロット研究）

（関西医科大学内科学第三講座）山敷 宣代（やましき のりよ）

O-045 アセトアルデヒド由来終末糖化産物がアルコール性肝障害の病態進展に及ぼす影響
（金沢医科大学肝胆膵内科学）福村 敦（ふくむら あつし）

膵 ERCP 14：20～15：10
座長：潟沼 朗生（手稲渓仁会病院消化器病センター）
O-046 限局性膵管狭窄の良悪性評価―連続膵液細胞診（SPACE）施行例での検討―

（静岡県立総合病院消化器内科）佐藤 辰宣（さとう たつのり）

O-047 当院での Liquid Based Cytology（LBC）法を用いた連続膵液細胞診（SPACE）の検討
（奈良県立医科大学付属病院消化器代謝内科）浅田 翔平（あさだ しょうへい）

O-048 膵癌早期診断における限局性膵管狭窄の位置づけ
（広島大学病院消化器内科）池本 珠莉（いけもと じゅり）

一
般
演
題

（
口
演
）

103



O-049 高齢者膵管内乳頭粘液性腫瘍における経口膵管鏡を用いた切除範囲診断
（富山大学第三内科）中村 佳史（なかむら よしふみ）

O-050 4Fr 自然脱落型膵管ステントの形状による自然脱落の検討
（地域医療機能推進機構横浜中央病院消化器・肝臓内科）中河原浩史（なかがわら ひろし）

膵 EUS 15：10～16：00
座長：伊藤 啓（仙台市医療センター・仙台オープン病院消化管・肝胆膵内科）
O-051 人工知能を用いたROSE診断支援システム構築におけるデータ拡張法の有用性

（岡山大学病院消化器内科）藤井 佑樹（ふじい ゆうき）

O-052 膵実質の elasticity imaging からみた早期慢性膵炎に対する診断アプローチ
（滋賀医科大学消化器内科）新谷 修平（しんたに しゅうへい）

O-053 深層学習を用いた造影超音波内視鏡画像に対する膵腫瘍良悪性鑑別の検討
（岐阜大学医学部附属病院第一内科）岩佐 悠平（いわさ ゆうへい）

O-054 当院における膵管断裂症候群（DPDS：disconnected pancreatic duct syndrome）に対する治
療成績についての検討

（近畿大学病院消化器内科）福永 朋洋（ふくなが ともひろ）

O-055 WONに対する内視鏡的ネクロセクトミーの当科における現況
（東北大学病院消化器内科）粂 潔（くめ きよし）

膵腫瘍 16：00～16：50
座長：花﨑 和弘（高知大学医学部附属病院）
O-056 演題取り下げ

O-057 膵頭十二指腸切除術後における六君子湯のグレリンとインクレチンへの投与効果
（山梨大学第一外科）河野 寛（こうの ひろし）

O-058 Evaluation of the treatment strategy for small non-functioning pancreatic neuroendocrine
neoplasm：resection versus observation

（東京女子医科大学病院消化器・一般外科）出雲 渉（いずも わたる）

O-059 当院における膵癌術後の遠隔転移再発におけるリスク因子の検討
（神戸市立医療センター中央市民病院）丹家 元祥（たんけ げんしょう）

O-060 当院における膵神経内分泌腫瘍の長期成績に対する検討
（兵庫医科大学消化器内科学肝胆膵内科）中野 遼太（なかの りょうた）
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4 月 6日（木）第 13会場

肝硬変 9：00～9：50
座長：日野 啓輔（周南記念病院）
O-061 アンモニア代謝異常潜在期における不顕性肝性脳症の検討

（市立貝塚病院消化器内科）垣田 成庸（かきた なるやす）

O-062 肝性脳症に対するリファキシミンの長期投与の有効性と安全性
（日本医科大学付属病院消化器・肝臓内科）河野 惟道（かわの ただみち）

O-063 肝線維化症例における，ミニマル肝性脳症の診断や予測に関する検討
（山梨大学医学部消化器内科）大澤玲於奈（おおさわ れおな）

O-064 脾摘および PSEは難治性門亢症合併症の治療手段となりうる
（金沢大学附属病院光学医療診療部）鷹取 元（たかとり はじめ）

O-065 当院における慢性肝疾患患者の息切れチェック及びBNP・心機能の検討
（みやぎ県南中核病院消化器内科）木村 修（きむら おさむ）

クローン病 1 9：50～10：40
座長：長沼 誠（関西医科大学内科学第三講座）
O-066 クローン病における血清 LRGの有用性は小腸と大腸で異なるのか

（自治医科大学附属さいたま医療センター消化器内科）松本 吏弘（まつもと さとひろ）

O-067 実臨床におけるベドリズマブのクローン病患者に対する有効性と治療反応予測因子
（北海道大学病院消化器内科）青山 慶哉（あおやま けいや）

O-068 リサンキズマブの寛解導入療法で 12 週時に臨床的改善が得られなかった中等症から重症の活
動期クローン病患者におけるリサンキズマブ長期投与の有効性及び安全性

（兵庫医科大学病院消化器内科学講座）上小鶴孝二（かみこづる こうじ）

O-069 中等症から重症の活動期クローン病患者におけるリサンキズマブ導入療法及び維持療法の効
果予測因子

（浜松医科大学内科学第一講座）杉本 健（すぎもと けん）

O-070 中等症から重症のクローン病に対するウパダシチニブ第 3相導入療法試験：全体集団および
日本人統合集団の結果

（札幌IBDクリニック）田中 浩紀（たなか ひろき）

クローン病 2 10：40～11：20
座長：片岡 洋望（名古屋市立大学消化器・代謝内科学）
O-071 クローン病の人工肛門再造設した症例の特徴と治療についての検討

（横浜市立市民病院炎症性腸疾患科）黒木 博介（くろき ひろすけ）
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O-072 クローン病の短腸症候群，複雑痔瘻に対する最新の治療
（東北大学大学院消化器外科学）渡辺 和宏（わたなべ かずひろ）

O-073 クローン病に対する腹腔鏡手術の適応と限界
（東北労災病院炎症性腸疾患センター）高橋 賢一（たかはし けんいち）

O-074 難治性クローン病の治療適正化に向けた機械学習による診療支援の試み
（千葉大学医学部付属病院消化器内科）間宮 幸代（まみや ゆきよ）

膵癌 2 14：20～15：10
座長：水野 伸匡（愛知県がんセンター消化器内科部）
O-075 切除不能膵癌に対するNAL-IRI/FU/LV療法における効果・予後予測マーカーとしての

CARの有用性～NAPOLEON 2 study より～
（長崎大学病院消化器内科）林 康平（はやし こうへい）

O-076 mFOLFIRINOX療法施行後の進行膵癌症例に対する nal-IRI+5-FU/LV療法の有効性
（大阪国際がんセンター肝胆膵内科）清木 祐介（せいき ゆうすけ）

O-077 切除不能膵癌に対する二次治療としてmodified FOLFIRINOXと nal-IRI/FL の当院における
治療成績

（NTT東日本関東病院肝胆膵内科）小山 裕司（こやま ゆうじ）

O-078 切除不能膵癌に対するゲムシタビン・ナブパクリタキセル治療後の二次治療成績と予後因子
の検討

（がん研有明病院肝胆膵内科）三重 尭文（みえ たかふみ）

O-079 切除不能高齢者膵癌に対する 1次治療としての併用化学療法の検討
（横浜市立大学附属消化器内科）入江 邦泰（いりえ くにやす）

膵 がんゲノム・バイオマーカー 15：10～16：00
座長：上野 誠（神奈川県立がんセンター消化器内科）
O-080 EUS-FNA（FFPE検体）でのFoundationOneCDx によるがんゲノムプロファイリング検査

（NTT東日本関東病院肝胆膵内科）辻野誠太郎（つじの せいたろう）

O-081 膵癌に対するがん遺伝子パネル検査～パネル検査推奨患者の絞り込み～
（東京大学医学部附属病院消化器内科）遠藤 剛（えんどう ごう）

O-082 膵がん治療におけるがんゲノム医療の位置付け
（慶應義塾大学）阿部 紘大（あべ こうだい）

O-083 BRCA遺伝子変異陽性膵癌における，オラパリブの治療意義
（大阪国際がんセンター肝胆膵内科）池澤 賢治（いけざわ けんじ）

O-084 Plexin domain containing 2 は膵癌患者の膵癌組織や血中で上昇する
（三重大学医学部附属病院消化器・肝臓内科）坪井 順哉（つぼい じゅんや）
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膵 irAE・腫瘍免疫 16：00～16：50
座長：元雄 良治（小松ソフィア病院腫瘍内科）
O-085 免疫チェックポイント阻害剤による膵障害に関する検討―多機関共同後ろ向き観察研究―

（神戸大学大学院医学研究科内科学講座消化器内科学分野）長尾 佳映（ながお かえ）

O-086 免疫チェックポイント阻害薬使用中のアミラーゼ値推移からみた潜在的な irAE膵炎症例の
存在有無の検討

（秋田大学消化器内科）高橋 健一（たかはし けんいち）

O-087 膵癌化学療法における血中自己抗体を用いた治療効果予測の可能性
（岡山大学病院消化器内科）松本 和幸（まつもと かずゆき）

O-088 補体 C3 受容体 C3ARが膵癌の腫瘍免疫に及ぼす影響の検証
（福島県立医科大学医学部消化器内科学講座）鈴木 玲（すずき れい）

O-089 膵癌に対する IFN-alpha 発現腫瘍溶解性アデノウイルス+化学放射線療法の基礎的検討
（山口大学医学部消化器病態内科学）篠田 崇平（しのだ しゅうへい）

4 月 7日（金）第 9会場

大腸 腫瘍 1 14：30～15：20
座長：池松 弘朗（国立がん研究センター東病院消化管内視鏡科）
O-090 10mm未満の無茎性大腸腫瘍に対する低出力純切開波HSPの短期成績の検討：従来EMRと

の比較
（滋賀医科大学医学部附属病院光学医療診療部）木村 英憲（きむら ひでのり）

O-091 当院における大腸 pT1（SM）癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）の治療成績
（長崎みなとメディカルセンター消化器内科）岡村 卓真（おかむら たくま）

O-092 大腸 T1 癌における遠隔転移のリスク因子の検討
（がん研有明病院下部消化管内科）山本 浩之（やまもと ひろゆき）

O-093 大腸腫瘍治療後のサーベイランスガイドラインの検証
（青森労災病院消化器内科内視鏡科）木村 聖路（きむら せいじ）

O-094 直腸神経内分泌腫瘍に対する内視鏡治療後の予後
（香川県立中央病院消化器内科）山内 健司（やまうち けんじ）

大腸 腫瘍 2 15：20～16：00
座長：野村 幸世（東京大学大学院医学系研究科消化管外科）
O-095 Stage IV 閉塞性大腸癌におけるコンバージョン手術を目指した治療戦略

（青森県立中央病院消化器内科）花畑 憲洋（はなばた のりひろ）

一
般
演
題

（
口
演
）

107



O-096 HGCSG1901：転移性大腸癌に対する IRIS/Bev の後方視的検討：UGT1A1 single
heterozygous が与える影響

（北海道大学病院消化器内科）結城 敏志（ゆうき さとし）

O-097 OncoBEAM™ RAS CRCキットを使用した切除不能大腸癌症例の検討
（川崎幸病院外科/池上総合病院外科）伊藤 慎吾（いとう しんご）

O-098 原発性硬化性胆管炎に合併した colitis-associated cancer の特徴
（横浜市立市民病院炎症性腸疾患科）辰巳 健志（たつみ けんじ）

大腸 内視鏡 16：00～16：40
座長：鶴田 修（聖マリア病院消化器内科）
O-099 大腸内視鏡検査で前処置不良となる危険因子としての排便習慣の重要性―質問紙表を用いた

前向き観察研究―
（大阪公立大学医学部附属病院消化器内科）東森 啓（ひがしもり あきら）

O-100 慢性便秘症患者の大腸内視鏡前処置における低用量アスコルビン酸含有ポリエチレングリ
コール腸管洗浄剤 1Lとリナクロチド 0.5mg 併用による腸管洗浄効果

（大阪公立大学大学院医学研究科消化器内科学/南大阪病院消化器内科）
前田 夏美（まえだ なつみ）

O-101 ミダゾラムとレミマゾラムによる大腸内視鏡検査における鎮静の比較検討
（日本大学医学部内科学系消化器肝臓内科学分野）小椋加奈子（おぐら かなこ）

O-102 直腸の術後吻合部狭窄に対するRadial Incision and Cutting（RIC）法
（山口大学大学院医学系研究科消化器内科学）瀬戸 啓介（せと けいすけ）

4 月 7日（金）第 11会場

食道 1 9：00～9：50
座長：有馬美和子（上尾中央総合病院消化器内科）
O-103 アルコール性肝硬変合併早期食道癌に対するESDの治療成績

（大森赤十字病院消化器内科）桑原 洋紀（くわばら ひろき）

O-104 表在型食道癌においてサルコペニアに伴う嚥下障害はESD後誤嚥性肺炎のリスク因子である
（長崎大学病院消化器内科）谷口 育洋（たにぐち やすひろ）

O-105 食道癌に対するESDによる炎症反応がエネルギー代謝に及ぼす影響について
（弘前大学大学院医学研究科消化器血液内科学講座）工藤 沙映（くどう さえ）

O-106 進行食道癌術前DCF療法に伴う発熱性好中球減少症の予測因子についての検討
（兵庫医科大学病院消化管内科）吉本 崇典（よしもと たかのり）

O-107 食道扁平上皮癌を対象に実施した包括的ゲノムプロファイリングで認められた治療標的とな
りうる遺伝子異常の検討

（神奈川県立がんセンター消化器内科）古澤 享子（ふるさわ きょうこ）
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食道 2 9：50～10：50
座長：石原 立（大阪国際がんセンター）
O-108 バレット食道表在癌とその背景粘膜に対するEMR単独群とRFA併用群の成績比較

（信州大学医学部先端治療内視鏡学講座/
トロント大学セントマイケルズ病院先端治療内視鏡部）

岩谷 勇吾（いわや ゆうご）

O-109 ESD術前生検検体を用いた早期Barrett 食道癌の特徴の検討
（東京大学医学部附属病院消化器内科）久保田 大（くぼた だい）

O-110 食道原発悪性リンパ腫に対して内視鏡的粘膜下層剥離術を施行した一例
（佐世保市総合医療センター消化器内科）岩永真太朗（いわなが しんたろう）

O-111 GERD遷延性咳嗽の臨床像，Sitting up sign（SUS），Lying down sign（LDS），Bending sign
（BS）を含めて

（京都回生病院総合内科）松原 英俊（まつばら ひでとし）

O-112 軽症逆流性食道炎患者における治癒後の治療法と症状コントロールに関する検討
（広島赤十字・原爆病院）岡信 秀治（おかのぶ ひではる）

O-113 当院における魚骨異物症 48 例の臨床的検討
（長崎県対馬病院内科）本村 昇寛（もとむら のりひろ）

胃 その他 10：50～11：40
座長：岡 志郎（広島大学大学院医系科学研究科消化器内科学）
O-114 後期高齢者における非静脈瘤性上部消化管出血の特徴と再出血リスクの検討

（日本医科大学消化器内科学）石川裕美子（いしかわ ゆみこ）

O-115 新規抗血栓薬・酸分泌抑制薬普及下における経皮的冠動脈形成術後患者の消化管出血の現況
（大阪医科薬科大学病院内科学II）佐々木 駿（ささき しゅん）

O-116 胃アニサキス症における症状出現に関する因子の検討
（留萌市立病院消化器内科）今川 貴之（いまがわ たかゆき）

O-117 思春期小児の主訴からみる上部消化管内視鏡検査施行の現状
（日本大学医学部附属板橋病院消化器肝臓内科）石川 慶朋（いしかわ よしとも）

O-118 抜糸の要らない胃壁固定法による PEG造設
（札幌道都病院外科/札幌道都病院消化器内科）西森 英史（にしもり ひでふみ）

NASH 臨床 1 14：30～15：20
座長：米田 政志（愛知医科大学肝胆膵内科）
O-119 脂質異常症合併NAFLD患者に対するペマフィブラートの肝病態に与える影響の検討

（日本医科大学多摩永山病院消化器内科）大野 弘貴（おおの ひろき）

O-120 MAFLD患者におけるGLP-1 アナログの体重減量効果とALTの正常化について
（塩田記念病院サイバーナイフセンター）大木 隆正（おおき たかまさ）
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O-121 2 型糖尿病合併NAFLD患者における経口セマグルチドの有効性と安全性の検証
（日本医科大学消化器肝臓内科）新井 泰央（あらい てあん）

O-122 慢性腎臓病を合併した非アルコール性脂肪性肝疾患症例に対するダパグリフロジン投与によ
る影響

（島根大学医学部附属病院肝臓内科）飛田 博史（とびた ひろし）

O-123 MAFLD患者におけるダパグリフロジンの肝機能改善効果に関する検討
（大阪労災病院消化器内科）倉橋 知英（くらはし ともひで）

NASH 臨床 2 15：20～16：10
座長：角田 圭雄（愛知医科大学肝胆膵内科）
O-124 MAFLD診断へ繋がる脂肪肝拾い上げにおけるFatty liver index（FLI）の有用性

（社会医療法人石川記念会HITO病院消化器内科/香川大学医学部消化器・神経内科学）
野村 貴子（のむら たかこ）

O-125 健診受診者における脂肪肝例のFIB-3 index リスク別の臨床的特徴：FIB-4 index との比較
（姫路聖マリア病院消化器肝臓内科/兵庫医科大学病院消化器内科）

的野 智光（まとの ともみつ）

O-126 NAFLD/NASH診断におけるAI/neural network システム（NASHスコープ）の有用性
～肝生検病理所見との対比～

（福井県済生会病院）野ツ俣和夫（のつまた かずお）

O-127 COVID-19 に感染した非アルコール性脂肪性肝疾患患者の特徴と重症化リスク因子の検討
（奈良県西和医療センター消化器・糖尿病内科）高谷 広章（たかや ひろあき）

O-128 NAFLDと鑑別すべき希少性疾患 Lysosomal Acid Lipase Deficiency（LAL-D）
（東京都済生会中央病院消化器内科）中澤 敦（なかざわ あつし）

NASH 臨床 3 16：10～17：00
座長：芥田 憲夫（虎の門病院肝臓内科）
O-129 非アルコール性脂肪性肝疾患と異なり代謝関連脂肪性肝疾患は慢性腎臓病のリスクとならな

い脂肪肝を除外する：NAGALA study
（京都府立医科大学大学院医学研究科内分泌・代謝内科学/朝日大学病院消化器内科）

濱口 真英（はまぐち まさひで）

O-130 NAFLDにおける Lp（a）と酸化 Lp（a）の肝内発現状況および血清値との関連
（佐賀大学肝臓糖尿病内分泌内科）田中 賢一（たなか けんいち）

O-131 非肥満型脂肪肝の頻度と肝脂肪化・肝線維化に関わる因子の検討
（順天堂大学医学部附属静岡病院消化器内科）佐藤 俊輔（さとう しゅんすけ）

O-132 非アルコール性脂肪性肝疾患患者に対する栄養介入によって生じる体組成の変化について
（香川県立保健医療大学臨床検査学科）樋本 尚志（ひもと たかし）

O-133 食事に関わる生活習慣と消化器疾患（脂肪肝・逆流性食道炎）との関連性
（朝日大学病院消化器内科）森 建次（もり けんじ）
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4 月 7日（金）第 12会場

胃 ピロリ他 9：00～9：50
座長：古田 隆久（ふるた内科クリニック）
O-134 内視鏡ヘマチン所見が示す胃内強酸環境に関する前向き試験

（大分赤十字病院消化器内科）山中 昂紀（やまなか こうき）

O-135 生物化学発光法を用いた新規便中抗原測定キットの診断精度についての検討
（弘前大学大学院医学研究科消化器血液内科学講座/青森市民病院消化器内科）

安田 耕平（やすだ こうへい）

O-136 ヘリコバクター・ピロリ自然消失例の血清学的特徴について
（東京歯科大学市川総合病院）岸川 浩（きしかわ ひろし）

O-137 胃癌予防を目的とした若年者 H. pylori 感染検査，除菌事業の確立を目指して
（北里大学医学部消化器内科/日本大学医学部消化器肝臓内科）草野 央（くさの ちか）

O-138 除菌後発見早期胃癌の存在診断におけるTexture and Color Enhancement Imaging（TXI）の
有用性

（関西医科大学附属病院内科学第三講座）四十万谷卓也（しじまや たくや）

胃 ESD 9：50～10：40
座長：小野 裕之（静岡がんセンター内視鏡科）
O-139 術後胃におけるESD後潰瘍瘢痕化率の検討 ボノプラザン vs エソメプラゾール

（虎の門病院）野村 浩介（のむら こうすけ）

O-140 後期高齢者の胃管癌に対するESD
（福島県立医科大学医学部消化器内科学講座）柳田 拓実（やなぎた たくみ）

O-141 後期高齢者での早期胃癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術の短期及び長期治療成績の検討
（KKR札幌医療センター消化器科）関 英幸（せき ひでゆき）

O-142 高齢者早期胃癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術後の予後因子に関する検討
（福岡大学医学部消化器内科学講座）船越 禎広（ふなこし さだひろ）

O-143 高齢者早期胃癌に対するESDと追加治療の現状と課題
（埼玉医科大学総合医療センター消化器・肝臓内科）高林英日己（たかばやし ひでひこ）

胃 ESDと出血 10：40～11：30
座長：藤崎 順子（がん研有明病院消化器内科）
O-144 胃 ESD後出血の危険因子として Prognostic nutritional index（PNI）は有用か？

（鳥取県立中央病院消化器内科）岡田 智之（おかだ ともゆき）

O-145 高齢者に対する内視鏡的胃粘膜下層剥離術の後出血予測の検討
（札幌医科大学消化器内科学講座）三宅 高和（みやけ たかかず）
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O-146 抗血栓薬を内服する後期高齢者における胃粘膜傷害度の検討
（順天堂大学医学部附属静岡病院消化器内科）嶋田 裕慈（しまだ ゆうじ）

O-147 DOAC服用患者における上部消化管ESD後出血と脳梗塞
（東北大学消化器病態学分野）小野 義高（おの よしたか）

O-148 血管構築からみた術後胃癌に対する内視鏡的粘膜剥離術（ESD）の困難性について
（平鹿総合病院）伏見 咲（ふしみ さき）

NASH 基礎 14：30～15：20
座長：梅村 武司（信州大学内科学第二教室）
O-149 マクロファージのNrf2 は歯周病原菌リポ多糖が誘導するNASH進展を防御する

（筑波大学大学院人間総合科学学術院医学学位プログラム）千原佳菜子（ちはら かなこ）

O-150 NASHモデルラットにおける pemafibrate の腸管脂質代謝および肝線維化抑制効果
（愛媛大学大学院消化器・内分泌・代謝内科学）岡田 正也（おかだ まさや）

O-151 Deep proteomics を用いた高脂肪食摂取マウスにおける腸管透過性亢進メカニズムの検討
（名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科学）武藤 久哲（むとう ひさのり）

O-152 高血圧・脳卒中素因をもつ脂肪肝炎モデルラットと小腸内細菌叢変化について
（日本大学医学部内科学系消化器肝臓内科学分野）神田 達郎（かんだ たつお）

O-153 腸管内で脂質・胆汁酸を吸着し，便中へ排泄させる，食用活性炭の可能性
（信州大学医学部国際医学研究推進学/信州大学医学部消化器内科/

九州医療センター消化器内科）
田中 直樹（たなか なおき）

B型肝炎 15：20～16：10
座長：保坂 哲也（虎の門病院肝臓センター）
O-154 当院における免疫チェックポイント阻害薬投与によるHBV再活性化リスクの検討

（名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科）水野 和幸（みずの かずゆき）

O-155 当院における免疫チェックポイント阻害剤によるHBV再活性化の現状
（鳥取大学医学部附属病院消化器・腎臓内科）永原 天和（ながはら たかかず）

O-156 病態別HBsAg消失例における高感度HBコア関連抗原測定の意義
（名古屋市立大学病院大学院医学研究科消化器代謝内科学）鈴木 孝典（すずき たかのり）

O-157 核酸アナログ製剤別におけるHBコア関連抗原推移の検討
（日本医科大学付属病院消化器肝臓内科）糸川 典夫（いとかわ のりお）

O-158 演題取り下げ

一
般
演
題

（
口
演
）

112



C型肝炎 16：10～17：00
座長：鈴木 文孝（虎の門病院肝臓センター）
O-159 C 型非代償性肝硬変患者に対するソホスブビル＋ベルパタスビル療法の SVR後の肝予備能，

予後規定因子の検討
（関西医科大学附属病院消化器肝臓内科）青井 一憲（あおい かずのり）

O-160 DAA治療後のC型肝炎患者における肝脂肪の長期的変化の検討
（東京女子医科大学附属足立医療センター内科）大野 秀樹（おおの ひでき）

O-161 C 型慢性肝疾患患者における SVR前後の肝硬度と骨格筋量に関する検討
（浜松医科大学医学部附属病院肝臓内科）髙鳥 真吾（たかとり しんご）

O-162 血清オートタキシンとHCV関連肝発癌リスクについての検討
（国立病院機構長崎医療センター・臨床研究センター）山崎 一美（やまさき かずみ）

O-163 便中胆汁酸組成クラスター解析におけるC型慢性肝炎の特徴と dysbiosis の成因
（名古屋市立大学病院中央臨床検査部）井上 貴子（いのうえ たかこ）

4 月 7日（金）第 13会場

十二指腸他 9：00～9：50
座長：小原 英幹（香川大学医学部消化器・神経内科学）
O-164 当院における表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍に対する内視鏡治療の検討

（島根大学医学部附属病院消化器内科）高橋 佑典（たかはし ゆうすけ）

O-165 早期十二指腸癌におけるMucosa-associated microbiota の特徴―癌部と非癌部の比較―
（京都府立医科大学大学院医学研究科消化器内科学/明石市民病院消化器内科）

安田 剛士（やすだ たけし）

O-166 当院での十二指腸 LECS（D-LECS）の feasibility に関して
（東京大学医学部附属病院消化器内科）大木 大輔（おおき だいすけ）

O-167 当院における家族性大腸腺腫症に伴う十二指腸非乳頭部腫瘍に対する局所治療の現状
（長崎大学病院光学医療診療部/長崎大学病院消化器内科）橋口 慶一（はしぐち けいいち）

O-168 メタボリック症候群の食道胃接合部発癌機序への関与
（東北大学医学部付属病院消化器内科）須藤洸一郎（すどう こういちろう）

胃癌 9：50～10：40
座長：小松 嘉人（北海道大学病院腫瘍センター）
O-169 機械学習を用いた入院日数管理支援システムの開発―胃癌手術症例における周術期DPC

データ探索
（水戸済生会総合病院外科）丸山 常彦（まるやま つねひこ）
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O-170 実臨床における化学療法＋Nivolumab 併用療法の有効性と安全性に関する検討
（静岡県立静岡がんセンター消化器内科）川口 大貴（かわぐち だいき）

O-171 術後補助化学療法対象となる胃癌患者の術後リスクモデルの作成
（静岡県立静岡がんセンター胃外科）坂東 悦郎（ばんどう えつろう）

O-172 腹水を有する切除不能進行再発胃癌に対する全身化学療法の治療成績～後ろ向き多施設共同
研究～

（岡山済生会総合病院消化器内科/
岡山消化管疾患臨床研究グループ（Okayama Gut Study Group））

那須淳一郎（なす じゅんいちろう）

O-173 胃全摘術後の膵体積と膵外分泌能に関する検討
（近畿大学奈良病院消化器外科/近畿大学医学部外科）木村 豊（きむら ゆたか）

胃腫瘍 10：40～11：30
座長：原田 直彦（国立病院機構九州医療センター消化器内科）
O-174 消化管粘膜下腫瘍に対するEUSエラストグラフィーの有用性の検討

（和歌山県立医科大学第二内科）山崎 博史（やまざき ひろふみ）

O-175 抗血栓薬継続下での SMTに対するEUS-FNAの安全性の検討
（NTT東日本関東病院肝胆膵内科）辻川真太朗（つじかわ しんたろう）

O-176 自己免疫性胃炎における胃NET合併症例の臨床像
（広島市立広島市民病院内科）大岡 達子（おおおか たつこ）

O-177 壁細胞機能不全症を背景に多発胃神経内分泌腫瘍を発症した 4症例
（がん研究会有明病院消化器内科）渡邊 昌人（わたなべ まさと）

O-178 当院で経験した出血性放射線性胃炎の検討
（がん研有明病院上部消化管内科）鈴木 啓太（すずき けいた）

大腸 基礎 14：30～15：20
座長：兵頭一之介（国立病院機構四国がんセンター消化器内科）
O-179 大腸癌組織学的評価におけるデスミン免疫染色の有用性について

（静岡県立静岡がんセンター内視鏡科）吉田 将雄（よしだ まさお）

O-180 大腸癌におけるCACNA2D1 の機能解析とがん微小環境への影響
（京都府立医科大学消化器外科）井上 博之（いのうえ ひろゆき）

O-181 炎症性発癌の発生におけるRBBP9 の役割の解明
（京都大学大学院医学研究科消化器内科学）濵田 健輔（はまだ けんすけ）

O-182 3 次元オルガノイド培養モデルを用いた大腸腫瘍と線維芽細胞の相互関係の検証
（東北大学大学院医学系研究科消化器病態学分野）猪股 優志（いのまた ゆうし）

O-183 樹状細胞のTGF-βシグナルによる感染性腸炎の制御
（東京大学医学部附属病院消化器内科）井原聡三郎（いはら そうざぶろう）
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腸内細菌 15：20～16：10
座長：平岡佐規子（岡山大学病院炎症性腸疾患センター）
O-184 慢性下痢症状における腸内細菌叢の菌種間相互作用と安定性評価

（株式会社サイキンソーResearch Project Office）渡辺 諭史（わたなべ さとし）

O-185 乳酸菌の代謝物が疾患誘因菌の増殖に及ぼす効果
（藤田医科大学医学部消化器内科学医科プレ・プロバイオティクス講座）

藤井 匡（ふじい ただし）

O-186 アスピリンによる腸内細菌叢変化に対するプロバイオティクスの影響
（東海大学医学部付属病院消化器内科）寺邑英里香（てらむら えりか）

O-187 難治性 Clostridioides difficile 感染症（CDI）に対し便移植（fecal microbiota transplantation）
が著効した二例

（昭和大学医学部内科学（消化器内科学部門）藤が丘病院消化器内科）
松原 大（まつばら だい）

O-188 16S rRNA遺伝子アンプリコンシークエンスを用いた左右大腸癌患者および大腸癌術後患者
の腸内細菌叢の解析

（三重県立総合医療センター消化器内科）菅 大典（すが だいすけ）

消化管疾患とAI 16：10～17：00
座長：吉田 直久（京都府立医科大学大学院消化器内科学）
O-189 消化器症状を主訴とした患者に対するAI 問診活用の現状

（京都済生会病院消化器内科）原 祐（はら たすく）

O-190 小腸カプセルの位置情報：内視鏡画像に基づくコンピュータ自動診断装置の開発
（福島県立医科大学会津医療センター小腸大腸内科）鈴木 康平（すずき こうへい）

O-191 内視鏡検査初学者の下部消化管内視鏡検査におけるAI 内視鏡画像診断支援システムの有用
性

（嬉野医療センター消化器内科）山口 太輔（やまぐち だいすけ）

O-192 下部消化管内視鏡におけるレポート作成支援AI の有用性
（福井大学医学系部門内科学（2）分野）内藤 達志（ないとう たつし）

O-193 「サルコペニア」の人工知能による最新の診断法の提唱
（愛知県がんセンター内視鏡部）大西 祥代（おおにし さちよ）
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4 月 8日（土）第 10会場

胆道 ERCP 14：00～14：50
座長：真口 宏介（手稲渓仁会病院・教育研究センター）
O-194 総胆管結石症における胆管挿管の予測因子

（熊本市民病院消化器内科）齊藤 宏和（さいとう ひろかず）

O-195 抗血栓薬内服者に対するESTの現状と安全性
（医誠会病院消化器内科）古賀 英彬（こが ひであき）

O-196 抗血栓薬服用者に対する内視鏡的十二指腸乳頭切開術の現状と後出血リスク因子の検討
（東邦大学医療センター大森病院消化器内科）氏田 亙（うじた わたる）

O-197 出血高危険度のERCP関連処置後における至適なDOAC再開時期に関する検討
（加古川中央市民病院消化器内科）平田 祐一（ひらた ゆういち）

O-198 胆管結石内視鏡治療後の遺残に関する検討
（山形県立中央病院消化器内科）赤松 学（あかまつ まなぶ）

胆道 EUS 14：50～15：40
座長：伊佐山浩通（順天堂大学大学院医学研究科消化器内科学）
O-199 悪性肝門部領域胆管狭窄に対するEUS-guided biliary drainage の位置づけ

（豊橋市民病院消化器内科）鈴木 博貴（すずき ひろたか）

O-200 超音波内視鏡下胆道ドレナージ術（EUS-BD）における 22G 穿刺針の有用性に関する検討
（名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科学）植月 康太（うえつき こうた）

O-201 細径デリバリー金属ステントはEUS-HGS の手技を容易にする
（横浜市立大学附属病院肝胆膵消化器病学）緒方 智樹（おがた ともき）

O-202 EUS-HGS におけるダブルガイドワイヤー法の有用性
（岡山大学病院消化器内科）松三 明宏（まつみ あきひろ）

O-203 新型ドリルダイレーターを用いたEUS-HGS
（愛知県がんセンター消化器内科）奥野のぞみ（おくの のぞみ）

胆道 炎症 15：40～16：30
座長：川嶋 啓揮（名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科学）
O-204 急性胆管炎・膵炎に対する緊急ERCP要否判断のためのEUSの有用性

（大阪労災病院消化器内科）木ノ本卓己（きのもと たくみ）

O-205 胆管炎における腸球菌感染のリスク因子と治療成績の検討
（嬉野医療センター消化器内科）日野 直之（ひの なおゆき）

O-206 PTGBAにおける胆嚢内洗浄の有用性の検討
（気仙沼市立病院内科・消化器内科）目黒 博志（めぐろ ひろし）

一
般
演
題

（
口
演
）

116



O-207 急性胆嚢炎に対する経乳頭的胆嚢ドレナージ術の治療成績
（医誠会病院消化器内科）杉山 浩平（すぎやま こうへい）

O-208 急性胆嚢炎に対する新規術前内視鏡ドレナージ機器の開発
（仙台厚生病院消化器内科）奥薗 徹（おくぞの とおる）

4 月 8日（土）第 11会場

大腸 IBD 1 9：00～9：50
座長：小林 拓（北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治療センター）
O-209 Mayo endoscopic Subscore（MES）1の潰瘍性大腸炎の再燃のリスク因子の検討

（東京都立墨東病院消化器内科）古谷 誠（ふるや まこと）

O-210 ベドリズマブによる潰瘍性大腸炎の治療奏功率と，バイオマーカーとしての好中球リンパ球比
について

（順天堂付属順天堂医院消化器内科）伊藤顕太郎（いとう けんたろう）

O-211 潰瘍性大腸炎の病勢評価における便中カルプロテクチン測定の有用性と問題点
（虎の門病院消化器内科）松井 啓（まつい あきら）

O-212 高齢者潰瘍性大腸炎の粘膜治癒における LRGの有用
（虎の門病院消化器内科）早坂淳之介（はやさか じゅんのすけ）

O-213 潰瘍性大腸炎の内視鏡的寛解予測における LRGの検討～活動性評価目的の内視鏡検査は不要
となるか～

（金沢大学附属病院炎症性腸疾患センター）林 智之（はやし ともゆき）

大腸 IBD 2 9：50～10：40
座長：中村 志郎（大阪医科薬科大学内科学 II）
O-214 潰瘍性大腸炎に対する 1st Bio と 2nd line の選択について

（札幌東徳洲会病院IBDセンター）伊藤 貴博（いとう たかひろ）

O-215 潰瘍性大腸炎に対する生物学的製剤の最適な使用の検討
（武蔵野赤十字病院消化器科）前屋舖千明（まえやしき ちあき）

O-216 自施設および大規模データから見た tacrolimus と infliximab の効果比較
（東北大学大学院消化器病態学分野）高橋 隆宏（たかはし たかひろ）

O-217 潰瘍性大腸炎におけるウステキヌマブの長期治療成績と関連する因子の検討
（大阪医科薬科大学第二内科）小柴 良司（こしば りょうじ）

O-218 潰瘍性大腸炎に対するベドリズマブとウステキヌマブの寛解導入及び維持効果の比較検討
（順天堂大学医学部附属順天堂医院消化器内科）小田倉里奈（おだくら りな）
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大腸 IBD 3・その他 10：40～11：40
座長：渡辺 憲治（富山大学附属病院炎症性腸疾患内科）
O-219 潰瘍性大腸炎におけるウパダシチニブ 30mg及び 15mg維持療法のベネフィット比較：第 III

相 U-ACHIEVE試験
（東京医科歯科大学消化器内科）藤井 俊光（ふじい としみつ）

O-220 日本人を含む潰瘍性大腸炎患者を対象としたミリキズマブの第 3相寛解導入及び維持試験に
おける便意切迫感の改善

（北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治療センター）小林 拓（こばやし たく）

O-221 潰瘍性大腸炎に対するトファシチニブ投与の減量休薬に関する検討
（東京女子医科大学病院消化器内科）高鹿 美姫（こうろく みき）

O-222 炎症性腸疾患患者における膵酵素異常の頻度，臨床的意義および経過に関する検討
（福岡大学病院消化器内科）土屋 直壮（つちや なおあき）

O-223 当院 IBD患者における麻疹，風疹，水痘・帯状疱疹，流行性耳下腺炎の各種抗体価/罹患歴/
ワクチン接種歴についての検討

（刈谷豊田総合病院内科）光松 佑時（みつまつ ゆうじ）

O-224 当院におけるCOVID-19 入院患者の消化器症状の検討
（富山市立富山市民病院消化器内科）水野 秀城（みずの ひでき）

胆道 腫瘍 1 14：00～14：50
座長：井岡 達也（山口大学医学部附属病院腫瘍センター）
O-225 胆管狭窄に対する経口胆道鏡および直視下生検の診断成績の検討

（大阪公立大学大学院医学研究科消化器内科）山村 匡史（やまむら まさふみ）

O-226 SpyBite Max を使用した肝外胆管癌術前 SpyGlass DS 下マッピング生検の最適な生検回数に
関する検討
（仙台市医療センター仙台オープン病院消化管・肝胆膵内科）小川 貴央（おがわ たかひさ）

O-227 悪性胆管狭窄診断における胆管擦過デバイスの細胞採取量の定量解析
（名古屋市立大学大学院医学研究科消化器代謝内科学）加藤 晃久（かとう あきひさ）

O-228 切除不能進行胆道癌に対するGCS療法の有用性に関する検討
（岐阜県総合医療センター）吉田 健作（よしだ けんさく）

O-229 胆嚢オルガノイドを用いた発癌モデルより同定したmiR-34a-5p 補充による胆嚢癌治療の開発
（岡山大学大学院消化器・肝臓内科学）織田 崇志（おだ たかし）

胆道 腫瘍 2 14：50～15：40
座長：山本 雅一（社会医療法人中山会宇都宮記念病院）
O-230 膵頭部領域腫瘍の術前減黄における胆道ステント閉塞が術後経過に与える影響

（埼玉医科大学国際医療センター消化器病センター）合川 公康（あいかわ まさやす）
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O-231 術前骨格筋量減少が肝外胆管癌切除後の長期予後に与える影響に関する観察研究
（神戸大学医学部附属病院肝胆膵外科）岡副 佑城（おかぞえ ゆうき）

O-232 肝外胆管癌の放射線学的腫瘍形状分類
（和歌山県立医科大学第2外科）岡田 健一（おかだ けんいち）

O-233 当科における切除可能肝門部領域胆管癌の治療成績
（札幌医科大学消化器内科学講座）川上裕次郎（かわかみ ゆうじろう）

O-234 十二指腸乳頭部がんに対する腹腔鏡手術の治療成績
（大垣市民病院外科）佐久間政宜（さくま まさよし）

胆道 その他 15：40～16：30
座長：廣岡 芳樹（藤田医科大学消化器内科）
O-235 胆道疾患のコンピュータ支援診断をめざしたMRCPの新たな数学的解析

（宮崎大学医学部附属病院外科）今村 直哉（いまむら なおや）

O-236 AI の機械学習を使用した術後再建腸管ERCPにおける予測解析
（横浜市立大学附属病院肝胆膵消化器病学）細野 邦広（ほその くにひろ）

O-237 Nakazawa 分類 Type 2/3/4 IgG4 関連硬化性胆管炎の臨床的特徴
（北海道大学病院消化器内科）杉浦 諒（すぎうら りょう）

O-238 再発性胆嚢炎におけるサルコペニアと内臓脂肪沈着の影響
（九州労災病院門司メディカルセンター消化器内科/産業医科大学医学部第3内科学）

小屋 有代（こや ゆうだい）

O-239 遠位胆道閉塞を伴う膵癌におけるサルコペニアと胆管金属ステントについての検討
（東京大学医学部附属病院消化器内科）栗原 滉平（くりはら こうへい）

4 月 8日（土）第 12会場

大腸 出血 9：00～9：40
座長：樫田 博史（近畿大学消化器内科）
O-240 大腸憩室出血に対するOver-the-scope clip の有用性について

（淡路医療センター消化器内科）河野孝一朗（かわの こういちろう）

O-241 大腸憩室出血での抗血栓薬投与リスクの検討
（藤田医科大学消化器内科）小山 恵司（こやま けいし）

O-242 下部消化管出血における抗血栓薬休薬が総死亡，再出血に及ぼす影響
（秋田大学医学部付属病院第一内科）高橋 康貴（たかはし やすたか）

O-243 下部消化管出血におけるソフト凝固併用クリップ法の有用性
（名寄市立総合病院消化器内科）柳原 弘明（やなぎはら ひろあき）
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消化管化学療法 9：40～10：30
座長：楢原 啓之（兵庫県立西宮病院）
O-244 一般病院における根治不能な消化器癌に対するがんゲノム医療の現状

（国立病院機構高崎総合医療センター消化器内科）長沼 篤（ながぬま あつし）

O-245 当院における消化器領域がん遺伝子パネルの現状
（長野市民病院外科）関野 康（せきの やすし）

O-246 消化器癌における包括的がんゲノムプロファイリング検査の現状と課題
（香川大学医学部附属病院がんゲノム医療センター）奥山 浩之（おくやま ひろゆき）

O-247 当科における免疫チェックポイント阻害剤の効果予測因子の検証
（長崎大学病院消化器内科）山根 大毅（やまね ひろき）

O-248 がん悪液質に対するアナモレリンの使用経験とその有効性・安全性に患者背景が及ぼす影響
（愛媛大学大学院消化器・内分泌・代謝内科学）新居田一貴（にいだ かずき）

医療を取り巻く環境 10：30～11：30
座長：斉藤 裕輔（市立旭川病院消化器病センター）
O-249 オンコール体制による医師の働き方改革と女性医師のキャリア形成

（松下記念病院）世古口 悟（せこぐち さとる）

O-250 内視鏡室に勤務する医療従事者に対する放射線被ばくに関する全国アンケート試験―REX-GI
STUDY関連 34 施設 464 人のフォローアップ意識調査

（健都はやしクリニック/市立豊中病院消化器内科）林 史郎（はやし しろう）

O-251 全国労災病院での消化器癌患者に対する治療と仕事の両立支援の取り組み
（東京労災病院外科）神山 博彦（かみやま ひろひこ）

O-252 当院の潰瘍性大腸炎診療の現状および病診連携パスの導入を目指した取り組み
（新潟大学大学院医歯学総合研究科消化器内科学分野）小川 和也（おがわ かずや）

O-253 愛媛県地区における消化器内科疾患：過去 12 年間の変遷
（愛媛県立中央病院消化器内科）福西 芳子（ふくにし よしこ）

O-254 消化管内視鏡基礎技能とテレビゲーム操作技能に相関はあるか？
（国立病院機構九州医療センター消化器内科/

国立病院機構九州医療センター臨床研究センター/
国立病院機構九州医療センター内視鏡トレーニングセンター）

原田 直彦（はらだ なおひこ）

膵 栄養・支持療法 14：00～14：50
座長：藤森 尚（九州大学病院肝臓・膵臓・胆道内科）
O-255 切除不能膵癌患者における化学療法時の膵酵素補充療法の有効性に関する前向き観察研究

（岡山赤十字病院消化器内科）木山 健太（きやま けんた）
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O-256 癌性疼痛を伴う膵癌に対する薬物療法の後方視的検討
（京都済生会病院消化器内科）吉田寿一郎（よしだ じゅいちろう）

O-257 切除不能膵癌におけるサルコペニアの有無と予後の関係性についての検討
（和歌山労災病院消化器内科）江守 智哉（えもり ともや）

O-258 切除不能膵癌に対するゲムシタビン・ナブパクリタキセル併用療法におけるオステオサルコ
ペニアの臨床的意義に関する検討

（がん研究会有明病院肝胆膵内科）武田 剛志（たけだ つよし）

O-259 切除不能・再発膵癌患者の栄養障害に対するアナモレリン（エドルミズⓇ）の使用経験
（国立病院機構呉医療センター・中国がんセンター消化器内科）山口 厚（やまぐち あつし）

膵癌 3 14：50～15：40
座長：松本 逸平（近畿大学外科）
O-260 膵癌症例における SWI/SNF複合体関連遺伝子の変異の臨床的意義

（大阪国際がんセンター肝胆膵内科）山井 琢陽（やまい たくお）

O-261 進行膵癌における胆道ステントがmFOLFIRINOX療法に及ぼす影響についての検討
（大阪公立大学医学部医学科消化器内科）木村 明恵（きむら あきえ）

O-262 膵癌におけるTrousseau 症候群発症予測因子の検討
（虎の門病院消化器内科）佐藤 悦基（さとう よしき）

O-263 膵癌患者における血小板活性化とトロンビンバーストによる過凝固能状態の検討
（三重県立総合医療センター消化器内科）小林 真悠（こばやし まゆ）

O-264 irAE のためペムブロリズマブ中止後も効果が持続した散発性MSI-high 膵尾部癌の 1例
（浜松医療センター消化器内科）藤田 翔也（ふじた しょうや）

4 月 8日（土）第 13会場

大腸 IBD 4 14：00～14：50
座長：緒方 晴彦（慶應義塾大学医学部内視鏡センター）
O-265 当院におけるCOVID-19 に罹患した IBD患者の臨床的検討

（刈谷豊田総合病院消化器内科）高田 直樹（たかだ なおき）

O-266 直腸炎型を除く潰瘍性大腸炎の診断時における血清ロイシンリッチα2グリコプロテイン
（LRG）の有用性

（昭和伊南総合病院消化器病センター）堀内 朗（ほりうち あきら）

O-267 潰瘍性大腸炎患者の内視鏡的活動度と血清亜鉛値の関連についての検討
（仙台市医療センター仙台オープン病院消化管・肝胆膵内科）清水 孟（しみず たけし）

O-268 潰瘍性大腸炎（UC）治療における顆粒球単球吸着療法（GMA）がおよぼすMMP-9 と TNFα
への影響について

（順天堂大学医学部附属浦安病院消化器内科）矢野慎太郎（やの しんたろう）
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O-269 潰瘍性大腸炎術後回腸嚢関連疾患の現状と治療の検討
（横浜市立市民病院炎症性腸疾患科）杉田 昭（すぎた あきら）

大腸 IBD 5 14：50～15：40
座長：加藤 順（千葉大学消化器内科）
O-270 当院における高齢発症潰瘍性大腸炎症例の臨床的特徴の検討

（東北労災病院炎症性腸疾患センター）白木 学（しらき まなぶ）

O-271 当院における高齢潰瘍性大腸炎の臨床的特徴に関する検討
（岐阜大学医学部附属病院第一内科）小島健太郎（こじま けんたろう）

O-272 当院における高齢潰瘍性大腸炎患者の予後と難治例の治療選択に関する検討
（東北大学大学院医学系研究科消化器病態学分野）澤橋 基（さわはし もとい）

O-273 高齢潰瘍性大腸炎患者における生物学的製剤の有効性と安全性
（大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学）天野 孝広（あまの たかひろ）

O-274 高齢潰瘍性大腸炎に対する手術成績
（北海道大学病院消化器外科I）吉田 雅（よしだ ただし）

大腸 IBD 6 15：40～16：30
座長：岩男 泰（慶應義塾大学病院予防医療センター）
O-275 当院における小児期発症潰瘍性大腸炎の検討

（安城更生病院）石原 誠（いしはら まこと）

O-276 小児炎症性腸疾患に対する内視鏡検査の有用性の検討
（神戸大学医学部付属病院消化器内科）岡本 典大（おかもと のりひろ）

O-277 当院での高齢潰瘍性大腸炎患者におけるステロイド治療リスクの検討
（三重大学医学部付属病院消化器・肝臓内科）木戸 恒陽（きど こうよう）

O-278 高齢者潰瘍性大腸炎におけるVedolizumab の有用性
（名古屋大学医学部附属病院消化器内科）山下 彩子（やました あやこ）

O-279 高齢炎症性腸疾患患者に対する分子標的薬の忍容性
（熊本大学病院消化器内科）中島 昌利（なかしま まさとし）
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